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蕃務本著調査課と「理蕃」：佐倉孫三を通して
The Research Division in Bureau of Aboriginal Affairs and the “Riban” 
(aborigine controlling policy): a considering the work of Sakura Magozo during 
his second stay in Taiwan (1910-1912)
西 村　一 之
NISHIMURA Kazuyuki
［Abstract］  From 1910 to 1912, Sakura Magozo lived in Taiwan. He worked at the Research 
Division in Bureau of Aboriginal Affairs, the Taiwanese Governor-General’s Office. Sakura was 
born in Nihonmatsu, Fukusima in 1861. He was a member of the first public servant from Japan 
in Colonial Taiwan, 1895. After three years, Sakura went back to Japan. But, in 1910, he came to 
Taiwan again, and worked as a temporary employee in the Research Division in Bureau of Ab-
original Affairs till 1912. The Taiwanese Governor-General’s Office enacted a program of armed 
repression for Taiwanese Aboriginal people, from 1910 to 1915. And, famous Anthropologists, 
Ino Kanori, Torii Ryuzo, and Mori Ushinosuke, were also belonged to the Research Division in 
Bureau of Aboriginal Affairs with Sakura. Considering the work of Sakura and these anthropolo-
gists, I can understand what means “research” for the aborigine controlling policy of the Taiwan-
ese Governor-General’s Office.
はじめにかえて―佐倉孫三とは








ている。1877 年に上京、翌 78 年から二松學舎で漢学を学んだ。その後 1888 年（明治 19）に 25
歳で千葉県警部補となったのを皮切りに、司法省、東京府の地方官吏として務めた。そして、
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種の人びとを集める差配を担当、中国大陸（広東省）を経由して満州から合流した通訳隊ととも
に台湾に向かっている。佐倉は、日本が台湾を植民統治するに当たり、初めてその地に赴いた官




て警務関連の業務に就き、警保課高等警務掛長（明治 30 年 12 月）、鳳山県警視として打狗（現、
高雄）警察署長（明治 31 年 1 月、高等官となる）、そして台南弁務署長（同年 6 月）を歴任してい
る。この間佐倉は、台北（景美、大稲埕）、宜蘭（羅東）、澎湖、安平、高雄など、台湾本島各地
そして島嶼部にまで足を運んでいる。ただ、3 年に亘ったこの第 1 回目の台湾在職中に妻を亡く
し、そのためか台湾を離れ 1899 年（明治 32）3 月に静岡県警部として帰国、山梨県の警察業務そ























































こうした理蕃を一体的に担う部局として、1906 年 4 月に設置されたのが警察本署蕃務課であっ
た。さらに、それを行政機構上より高いレベルで独立し、「理蕃」全般を担う形で改変したのが
1909 年に置かれた「蕃務本署」である。蕃務本署は、勅令第 270 号の総督府官制の改正（1909（明
治 42）年 10 月 25 日）によって置かれた。そして、この機関は佐久間左馬太総督（在任：1906 年
4 月～ 1915 年 5 月）が武力を前面に出して進めた「五箇年計画理蕃事業」を担う部局であった。
総督府の行政統治に従おうとしない原住民族の集落に対して、武器兵器を用いることも辞さずに
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さて、1910 年（明治 43）4 月 4 日に蕃務総長大津麟平の名で出された、佐久間左馬太総督あて
の「内申」に、佐倉孫三を「蕃務事務嘱託　月手当七十円　蕃務本署勤務」として任命の上召喚す
ることが記されている。そして、彼が蕃務本署に勤めるにあたり提出した、「履歴書」が残されて
いる。1910 年（明治 43）6 月付のこの履歴書には、明治 36 年 8 月に清国福建省武備学堂の招聘





























あった。また台湾旧慣調査会でも嘱託となっている。なお、森は、1909 年（明治 42）11 月 15 日
24
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明治 43 年（1910）5 月 1 日現在
蕃務本署　調査課  嘱託  （月手当七〇）従七勲六  佐倉孫三　福島
    （月手当六五）   伊能嘉矩　岩手
    （月手当二二）旧慣調査會嘱託  森丑之助　京都
明治 44 年（1911）5 月 1 日現在
蕃務本署　調査課    技手  七  森丑之助　京都
  嘱託  東京帝国大学講師  鳥居龍蔵
    （月手当七〇）従七勲六  佐倉孫三　福島
    （月手当六五）  伊能嘉矩　岩手
明治 45 年（1912）4 月 1 日現在
蕃務本署　調査課    技手  六　勲八  森丑之助　京都
  嘱託  （月手当七〇）従七勲六  佐倉孫三　福島




えば石尾 2013 や宮岡 2013）。そこに注目が集まったのは、鳥居自身が台湾での研究を回顧する
際、1910 年 12 月から 1911 年 2 月に実施されたと思われる台湾での調査に言及がなされていな
































































号所収）、「論北蕃之氣質」14）（第 2 号所収）、「登插天山記」15）（第 3 号所収）は、いずれも漢文で記
されている。
第 1 号（大正 2 年 1 月 15 日発行） 
  「蕃婦タタララの譚」 、「霧社紀行」 
第 2 号（大正 2 年 3 月 15 日発行）
  「蕃酋潘文杰の譯」、「論北蕃之氣質」 









































































































































































9）この時の技手は 4 人、嘱託は 8 人いる。なお、1910 年（明治 43）5 月 1 日現在では、技手 4 人、嘱託 8 人（内
2 名は兼任）。1911 年（明治 44）5 月 1 日現在では、技手が 6 人、嘱託が 8 人。そして、1912 年（明治 45）



























機会を失ってしまった。そして、1926 年（大正 15）7 月基隆から神戸に向かう船上でその消息を絶ってい
る（楊南郡　2005:72-97）。
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